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特 集　「新教科書 2」 — これからの英語教育  

新教科書の編集方針

新教科書『セレクト英語会話』の 学習指導要領に
おける目標は「英語を通じて、積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする態度を育成するとともに、身
近な話題について会話する能力をやしなう。」となっ
ており、平成19年度に改訂された現在のオーラルコ
ミュニケーションⅠの学習指導要領と内容は基本的
にほとんど変わっておりません。科目名は「Oral 

CommunicationⅠ」から「英語会話」となりました
が、テーマ・題材、言語活動の扱い、文法の扱い、英
語での授業は現行と同じ扱いです。従って、新教科書
の「英語会話」は現行『SELECT Oral Communication

Ⅰ』の編集方針を踏襲致します。
今回の『セレクト英語会話』は1996年初版の

『SELECT Oral Communication A』の流れを受け継
いだ教科書です。この間、『セレクト』の基本コン
セプトとして長年教育現場で大きなご支持を頂いて
きた「Key Expression方式」「5段階ステップ式」「コ
ミュニケーション活動」「ワークシート」などの指
導法を完全に受け継ぎました。今回の『セレクト英
語会話』でも、「授業が進めやすく、教えやすい」「楽
しく学べて力がつく」「基本表現を繰り返し段階的
に学ぶので、授業がしやすく達成感がある」「教材
が充実していて評価がしやすい」という基本的な編
集方針にさらに磨きをかけて編集致しました。

追加項目とその対応

新学習指導要領には、現行にない追加項目「海外
での生活に必要な基本的な表現を使って、会話する」
がありますので、その対応が新しく追加する内容に
なります。
海外での生活というと、高校生にとっては「留学」
が一番可能性が高いと思われます。そこで新教科書

では東西高校の生徒として新に亜紀と拓を登場さ
せ、アメリカへ留学させる「亜紀と拓の留学日記」
の物語を作りました。また前見返しは空港の到着
ゲートの場面、後ろ見返しはお別れパーティの場面
として使用しましたので、アメリカ入国からホスト
ファミリーとの生活、学校での勉強、休日の観光、
そして帰国のためのお別れパーティまで留学全体の
流れがわかるように致しました。
基本的な会話表現は、イラストで面白く描かれた
留学生活の様々な場面の中で、実用的な会話として
使われています。 会話場面は、本文の「亜紀と拓の
留学日記」の中で47例、前後の見返しで25例、合
計72の対話文としての会話表現が使われています。

（1）「亜紀と拓の留学日記」
留学生活を大きく　1.ホストファミリーの家　

2.食事と手伝い　3.アメリカの学校　4.楽しい休日
の4つに分けています。4つの項目はそれぞれ、初
対面のあいさつと家の中の案内、食事と手伝い、学
校でのランチタイムや休み時間、授業と放課後、さ
らに市内観光や週末旅行など、具体的な生活場面に
分かれています。
留学生の亜紀と拓は同じ高校に留学しますが、

様々な留学生活を紹介するため、別行動をとり、ホ
ストファミリーも異なって設定されています。
会話の場面や表現は基本的なものを配置してあり
ますが、学習者の生徒に興味を持たせるため、画面
には面白い人物や動物を登場させ、 時には少しオー
バーに描き、楽しくユーモアのあるイラストを心が
けました。
なお、留学の会話だけでなく、アメリカの文化的
な背景や地理的な説明を簡単にまとめた「一口コラ
ム」を場面ごとに準備しましたのでご活用ください。
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◆亜紀と拓の留学日記2

◆亜紀と拓の留学日記4
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文法・文構造について

『クラウンプラス』は、プラスという名前が示し
ているように、「学習指導要領」にプラスαの発展
的内容を加えた検定外準教科書です。
文法事項に関して学習指導要領で扱うべき項目は、

すべてLevel 3でカバーされています。さらに検定教
科書では扱わない発展的な文法事項も含まれます。
例えば、分詞構文では〈接続詞＋分詞〉、〈being

が省略された分詞構文〉、また、文構造では〈There

＋助動詞＋be動詞＋主語〉、〈There＋be動詞以外
の動詞〉といったものも扱っています。
一歩進んだ文法項目・文構造を取り上げ、高度な
英文にも対応できる力を養成するのがねらいです。
さらにLevel 4では、文法的な形式よりも、意味の

カテゴリーを中心とした項目を取り上げ、それを表
すにはどのような表現があるのだろうかという発想
で例文が作られています。
いくつか紹介しますと、「～でありながら…（分

詞構文で譲歩・同時性を表す）」、「分詞を用いて、
情報をつけ加える」、「前文（の一部）を抽象語でま
とめる」といったものがあります。
これらは、Level 3でひと通り学んだ文法事項を別

な角度から眺めることにより、英語への理解をさら
に深め、定着させようというのがねらいです。

語彙について

次に語彙ですが、学習指導要領では、中学で約
1,200語、高校のコミュニケーション英語で約1,800

語、計3,000語を学習することになっています。『ク
ラウンプラス』の単語は、Level 3で約3,000語、
Level 4ではさらにプラス1,500語あり、3と4を合
わせると約4,500語になります。センター試験に必
要な語彙レベルはLevel 3でカバー、Level 4で難関
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大学にも十分対応できる語彙力を養成できます。

Level 3 改訂のポイント

昨年刊行された『クラウンプラス』の新版Level 3

では、授業でより扱いやすくなるようにしました。
具体的には、各レッスンの始めにあったGrammar 

Points （文法の要点）を本文の後ろに移動し、レッ
スンの導入を、文法ではなく本文に変更しました。
また、1つのレッスン本文を5つのセクションに

分け、すべてページ内でパラグラフが収まるように
してあります。そして、本文の内容を理解している
かどうかをすぐに確認できるように、次ページ（同
じ見開き）にTrue or Falseを新設しました。

Expressions（イディオムを中心とした表現）では、
生徒に辞書を使って調べさせたり、文脈から類推さ
せたいという声が多かったため、今回から訳を外し
ました。一方、どこで学習したか、掲載ページがす
ぐにわかるように、巻末にリストを作りました。
つづいて問題演習に関してですが、Comprehension 

Checkでは、レッスンの内容を正しく把握している
かを確認するのはもちろんですが、表現する力をつ
けるように、英問英答の問題を中心にしました。

Exercisesは、今までは各文法事項に対応させた確
認問題が中心でしたが、今回の改訂でGrammar 

Pointsの文法項目だけでなく、Expressionsも合わせ
た文法・表現の総合的な演習にすることで、確認と
ともに解く力を養う問題に変更しました。

Level 4について

昨年のLevel 3 につづき、現在Level 4 の改訂作業
を行っています。授業で扱いやすくなるようLevel 3

と同様の変更を行うとともに、さらに読み応えのあ
る英文ピースを増やし、全12レッスンの新版Level 

4 となって今年の11月に刊行される予定です。

（2）前見返しと後ろ見返し
現行版では、日本の空港の発着便ゲートの場面と
外国からの日本留学生のお別れパーティの場面が描
かれていますが、新版ではニューヨークの国際空港
の到着ゲートと亜紀と拓のアメリカでのお別れパー
ティとなっています。また、現行版にはなかった留
学日記の中の一部として連結するストーリー性を入
れました。
①前見返し
ニューヨークの国際空港の到着ゲートで、亜紀と
拓がホストファミリーとあいさつを交わす場面が描
かれています。空港では、荷物受け取り所、税関、
手荷物検査、両替、案内などの場面で接触する人達
との会話を配置しました。 また興味を持たせるため
前見返しは、様々な動物（オウム、タコや鴨、カン
ガルー、ヘビ、ラクダ）や人物（サンタクロース、
自由の女神像、カリブの海賊、宇宙人、原始人、飛
脚）、そして物（石の貨幣、サンタのみやげ袋、海
賊の宝石）がユーモラスに描かれています。留学の
導入部分になりますが、楽しく学ぶことができます。
②後見返し
亜紀と拓が帰国するので、そのお別れパーティ会
場での会話場面が描かれています。前見返しと同じ
ように人物（リンカーン、自由の女神像、スーパー
マン、サンタクロース、カリブの海賊、宇宙人、原
始人、飛脚、忍者）や動物（オウム、猫、犬、リス、
ハト、トナカイ、ペンギン、鴨）などがユーモラス
に描かれています。ここでの会話は、滞米中の感想
や思い出、別れのスピーチ、あいさつなどが準備さ
れています。

（3）スターになって自己紹介
スターの写真ですが、新教科書では現行版のイチ
ロー以外は全て差し替えました。生徒が興味を持つ
ように若者の夢と希望を実現している人達を基準に
選び、現在の時代の中で、スポーツ、芸能、政治、
映画、作家、デザイナー、宇宙飛行士など世界で活
躍している人や過去の人でも社会的に活躍した人を
中心に掲載しました。生徒と一緒に楽しみながらご
活用ください。

終わりに

新教科書は現行『SELECT Oral Communication I』
から『SELECT English Conversation』に科目名が
変わりますが、「使いやすくて教えやすく」、「生徒
が楽しく学べて積極性が身に付く」「基本表現を繰
り返すので無理なく身に付く」「評価がしやすく教
材が充実」など、基本方針は全く変わりません。ま
た、新学習指導要領の追加項目には「亜紀と拓の留
学日記」を新しく加え、『英語会話』のテキストと
してさらに充実致しました。是非ご活用ください。
最後に、現行教科書、新教科書に一貫して流れる
編集方針は「積極的にコミュニケーションを図ろう
とする態度を育てる」です。『英語会話』は、文法や、
音声上の完璧さを目指すのが目的ではありません。
恥ずかしがらずに積極的に話し、発表し、聞くこと
が最も重要です。英語を話そうとする生徒を励ま
し、評価し、自信を持たせる指導を先生方にお願い
致します。

◆前見返し

◆後見返し


